
人は誰でも、住みなれた街で暮らしたいと思っています。

でも、自分の気持ちをことばで上手く伝えられなくて、

買い物をするときなどに困っている人たちがいます。

そんなとき、そのことを理解してくれる人が必要です。

お店で働くみなさんの応援をお願いします。

お店で働くみなさんへ

本人の自宅等に連絡してください

本人が連絡先の分かるものを持っているかもしれません。

本人がことばで伝えられなくても名札や携帯電話などで分かれば連絡してください。

お店で働くみなさんが困った時は・・

話しことばや筆談ではコミュニケーションが困難でも、イラストなどの視覚的な

情報であればコミュニケーションが可能な人もいます。

「コミュニケーションボード」は、店に来られたお客様で、話しかけてもことば

による返事が返ってこない場合等に使います。

「コミュニケーションボード」を見せて、イラストを指さすことにより、お互い

の伝えたいことを表現できます。

ただし、人によっては「コミュニケーションボード」の使い方が分からない人も

いますので、あくまでもコミュニケーションの方法の一手段としてお考えくださ

い。

コミュニケーションボードは、ことばでのコミュニケーションができない障害の

ある人の社会参加を進めることのほか、地域の方々に自閉症や知的障害、発達障害

のある人への理解を深めていただくことも目的にしています。

障害のある人も地域の一員として暮らしています。障害のある人が安心して暮ら

すことができるまちづくりへのご理解とご協力をお願いします。

宇部市発達障害を支えるネットワーク協議会

コミュニケーションボードとは・・

日常生活などについてのご相談は・・

名 称 連絡先

総合支援センター「ぷりずむ」 ３２－４３７１

宇部市障害者生活支援センター「ぴあ南風」 ３１－５１５１

生活支援センター「ふなき」 ６７－２４６４

宇部市健康福祉部障害福祉課 ３４－８５２１


